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司会：お待たせいたしました。定刻となりましたので、ただいまよりジョルダン株式会社様の
2025年 9月期第 2四半期の決算説明会を開催いたします。はじめに会社からお迎えしている 2名

様をご紹介申し上げます。 

まず、代表取締役社長の佐藤俊和様。ありがとうございます。 

執行役員経営企画室長の岩田一輝様。どうもありがとうございます。 

本日ご説明は佐藤様、岩田様で分担すると伺っております。ご説明の後に質疑応答の時間を設けて

いただきます。 

それからもう一点、皆さんのお手元にアンケート用紙があると思いますので、ご協力よろしくお願

いします。お手隙のときにご記入いただいて、お帰りのときは机の上に置いておいていただければ

結構でございます。 

それではご説明よろしくお願いいたします。 

佐藤：佐藤です。どうも今日はご足労様です。 

業界の全般は私のほうが業界動向というか技術的に注目していることをまず話して、ざっと会社の

概要を話して、そのあとに数字のほうを岩田からということでやらせてもらっています。構成とし

ては今までどちらかというと決算発表会の間にやってきたことをかなり詳しく説明していたんです

けど、もう少し長いレンジで我々は今までこうやってきて、これからこう行くという方向にショッ

トを変えようと思っています。 

最初の話題は昨今よく言葉としてシンギュラリティという言葉を聞きますけど、シンギュラリティ

を唱えているのはレイ・カーツワイルというアメリカの学者というか発明家というかそういう人な

んですけど、彼が実は 2005年の本で、2045年にはシンギュラリティが起こると考えていたわけ

です。 

一番のキーポイントはまず 2029年、あと 4年後にコンピュータは完全に人間の能力を超えるとい

うことを言っているんですね。それからいろんな変化が起こって、2045年よりはもう少し早くシ

ンギュラリティが起こるということを予言しています。昨今、本当にアプリとかいろんなことを見

ると、動きが早いじゃないですか。翻訳アプリなんて見ても Googleの翻訳アプリなんて良くなり
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ましたよね。外国の人が喋って日本語に翻訳させるみたいな風景を見かけるようになってきたり、

いろんなところでとにかく、え？と思うくらいに進んでいます。 

これは去年出た本なんですけども、去年の 11月に「シンギュラリティはより近く」といいます。

2005年、約 20年前は「The Singularity Is Near（シンギュラリティは近い）」というタイトル

で、本を書いたわけですけど、去年の本は「The Singularity Is Nearer」というタイトルで、より

近くなったという話なんですね。それがなかなか本当に、今の時代を考える上で参考になることが

あって、私もずいぶん面白いなと思って読みました。 

前もこの説明会で言ったことがあるんですけど、ムーアの法則というのがこの業界の進歩の一つの

目安のようになっていることがあります。ゴードン・ムーア博士というのはインテルの創業者の 1

人なんですね。彼は半導体がトランジスタの集積の数が 2年で 2倍になるということを 1965年に

言っているんですよね。2年で 2倍というのは 20年で 1,024倍です。これは俗に言うねずみ算的

なスピードでして、それが実は、確かにそのペースで行っていたんですよ。 

私なんて学生のときに東大に大型コンピュータセンターがあって、それを使っていろいろやってい

たんですけど、国立大学の共同利用の計算機センターの計算機の能力は残念ながら今の iPhoneに

とても及ばないんですよ。ですから凄まじい進歩なんですよ。それが、2000年くらいになって、

そろそろこの進歩は止まっていくんじゃないかと言われ出しました。 

ここにある「コンピュータの価格性能比」のグラフは 1965年と 2005年の間のが、ほぼこの直線

軸で行っています。この左側は対数目盛ですので、指数関数がなくてもこういうふうに急速に上っ

ていくのを、ログを取って直線にするというやり方です。ほぼ直線になっていたのですが、これが

2000年の頃に何を言われたかというと、そろそろ限界なんじゃないかと言われたんです。もう鈍

っていくだろうと。ところがその後にかえって早くなるんですよね。今も量子コンピュータが現実

のものになるかもしれないとかですね。例えば量子コンピュータが現実になるとすると、例えば今

の公開キーとかのアルゴリズムはあっという間に破られてどうするだろうとかすごい話が出ていま

す。とにかく凄まじい勢いで進んでいると。 

機械が人間を超えたかという話で言うと、有名な話でチューリングテストというのがあるんです

よ。これは 2人の人物を置いて、どっちがコンピュータでどっちが人間かというのがわからなくな

ることがチューリングテストをパスするということなんですよね。今もかなり ChatGPTなんて話

すことができますから、かなり人間と近くなっている感じがするんですけど、チューリングテスト

の要件というのがありまして、人間だったら時々間違えたりとかします。そういうことができない

と、パスできないんですよ。だから全く区別ができないという状態です。 
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声とか表情とか音とかもありますので、まだもう少しというところになっているわけですけど、ど

うもチューリングテストをパスするのは 2029年ではないのではないかということが今は言われて

います。業界で考えていても、ひょっとしたら 1、2年早くなるかもしれないというわけですね。 

その時に何が起こるかというと、人間と区別がつかないと言っても、例えば今は ChatGPTでいろ

いろな新しい技術的な要素を問い合わせようとすると、向こうは背景に膨大な知識を持っているん

ですよね。我々人間というのはそんなに知識がないわけですよ。そうすると賢くなったと同時に、

ものすごく幅広い知識が瞬時に答えられる状態が出てくるということですね。 

カーツワイルは、このシンギュラリティに至る過程というのを 4つのプロセスに分けまして、初め

は一本目の橋という言い方をこの本でしていますけど、1,000年前の欧米というのは平均寿命が 20

歳代だったというわけです。今は 80歳代。それと合わせて、自然界にある細菌とかウイルスの問

題は基本的に全部対応できるようになったと言っています。たまたま新型コロナウイルスというの

が出てきましたけど、あれはどちらかというと自然界にあったというよりは実験室で作られたやつ

だったと。それでもずいぶん早かったですよね。1年くらいでワクチンができてやっつけていっ

た。ですから、彼は今の状態というのはウイルスとかに関しては、人間は完全に勝ってしまったと

いう発想なんですね。 

2020年代は二本目の橋という言い方をしていますけど、今度 AIによる変革が医療分野に入ってき

ていると。遺伝子、DNA の解析が昔はできなかったわけですよ。今だと 300万円くらいで自分一

人の DNAが全部わかるんですよね。そういう遺伝子までわかるということによって、薬を作るの

がえらい早くなっているというんですね。 

今まではいろんな 3次元の構造を持ってこんなことをやるなんていうことを、研究室で皆やってい

たわけですけど、今はコンピュータ上でいろんなパターンを出してどんどんやっていく。だから残

りの今世紀というのは、新しい製薬ブームになってくる。 

アルツハイマーの治療ができるようになるとか、今も新しい薬がどんどんできて、いろんな病気に

対応できるようになっています。こうすることによって今まで人間というのは 120年が一つの寿

命じゃないかと言われてきましたけど、120年を超えだしていくのではないかというのが 2020年

代だということなんですね。 

そんなことをやっている間に今度は、チューリングテストを合格したくらいの時代になるとどんな

ことが起こるかというと、彼は医療用のナノロボットというのが登場すると言っています。細胞の

中にも小さなロボットが入っていって、いろんな治療をやっていくというようなことが始まると予

言しているんですね。 
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その結果何が起こってくるかというと、これは本当かなと思いながら本当だとしたらどうするんだ

ということを、かなり皆考えなきゃならない時代なのではないかと思います。2030年代に入ると

平均余命の伸びが 1年で 1年以上伸びると言うんですよ。ということは、今、例えば元気な人が 5

年も経った時に平均余命が 1年以上伸びるというのは死なない時代が来るということなんですよ

ね。そうするとこれは社会生活全体、生き方全体を考えなきゃならない、そういう時代が来るとい

う話を言っていました。 

それが何年とははっきり言ってないですけど、今度は人間の脳のファイルをデジタルにバックアッ

プする時代が来るとも彼は言っているんです。 

例えば、自分で ChatGPTにこんなことを調べてとキーボードを叩く、音声でも入るようになって

いますけど、それが頭に思っただけでも結果が頭に返ってくるという、イーロン・マスクの新しい

ニューラリンクというんですか。脳にチップを埋め込んでサーバー上と交信するという、その実験

の 1号者が昨年出たんですよね。 

これは何だろうと考えた時に、ずっと昔に遡ってみると車が出てきた時に人間はそれまで馬車とか

でやっていたわけですけど、車という移動の手段の自由性を得たわけですよ。その時に結局、車と

いうものをうまい使い方をすることによって生活が変わったじゃないですか。それと同じように、

我々も頭脳でやることによって新しい時代に入るということです。 

本当に昨今のいろんなコンピュータの進化を見ていると、カーツワイルはいろいろ言っているんで

すけど、教育だって今は本当に学校に行かなきゃならないのかとか、別にどこの国にいても最新の

学校の勉強はネットで受けられるわけですよ。翻訳だってすんなりいくわけだし。こういう未来を

考えながら、我々もビジネスのベースを考えていかなきゃならない。だからどうあれ、猛烈に知的

な産業が変わってくるということで、我々もうまく ChatGPTというのを使う。生産効率が倍なん

てもんじゃないってことを中谷が言っていますね。いや、4倍ってものでもないなと。 

要はプログラムを作る人たちというのはほとんどいらなくなって、コードを AIが書く。翻訳だっ

て同じですよ。今どんどん良くなっていますから。そんなことを見据えながら、どういう具合に

我々がやっておくべきかをやはり考えなきゃならないんじゃないかというのを、強く感じていると

いうことなんですね。 

いつものガラケーが消えるという言い方は、これはもうじき完全に終了します。短いスパンで携帯

の販売台数を見ていましたけど、スマホが出てきてからの図を見るとなんだかんだ言って、スマホ

はやはりだいぶ普及しているのがわかると思います。ガラケーはドコモ以外は皆終了し、ドコモも

来年には終わります。この見出しも今日で最後になると思っています。 
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それから乗換案内の検索回数も、ガラケー時代からのスパンで図を描いてみました。昨今のやはり

特徴としましては、コロナでかなり影響を受けましたけど、検索数は戻っているんですよね。有料

会員はガラケーは 60万人超えた時があって我々も楽だったんですけど、だいぶ下がってきていま

す。ですが、どうもやはり移動のツールとしては結構使われています。 

Googleマップが出た時にいろいろ危機的な状況になると思って我々も猛烈にバスに拡大とかをや

ってきました。それが今はバスに広げたことによって地方までひっくるめた移動のソリューション

をどうするかというところまでビジネスが広がっています。自動運転とかそういう流れの中でまた

いろいろ変わっていくと。 

有料ユーザーは大きく減っていますけど、これもやはり我々のビジネスモデルもコマーシャル、

CM、広告よりは別な方向に増えていくべきなんじゃないかと。それで一生懸命モバイルのチケッ

トをやったりとかデータで何か一つの商売を考えたりいろいろやっている状態です。 

乗換案内としては、ここのところは移動にとにかく特化しようということで、なんでも乗換案内か

ら予約できるということを今は一生懸命やっています。オリックスのカーシェアから AIオンデマ

ンド交通、ドコモ・バイクシェア、HELLO CYCLING、タクシーアプリなんかとも連携をしていま

す。 

それから予約連携も、もともと乗換案内から JRのチケットを売るように持っていきたいというこ

とでいろいろやっていますけど、だいぶ相手先とのリンクまではできるようになりました。本当は

パスワードを入れるだけで買うところまで持っていきたいんですけど、今のところは JR 東海はア

プリを入れていればアプリ間連携でパスワードだけで買えるとかまでいっていますが、それをどん

どんともっと広めていこうと取り組んでいるところです。 

それからもう一個はやはり自動運転ということがいろいろ始まってきていると思います。ウェイモ

も日本に出てくるという話がありますけど、そういうときに乗換案内のアプリから呼べると。AI

オンデマンドバスも乗換案内と連携できるということを今は一生懸命広げています。 

その一つの例として西新宿モードで自動運転車と繋いだり、ユニバーサル対応等々いろいろやって

います。 

モバイルチケットも今は数を増やしていって、一旦モバイルチケットの伸びが少し鈍っているとこ

ろがありまして、これは Suicaとの連動性などいろんな問題がありました。でもモバイルチケット

でもう少しエリアを増やして、地域MaaS みたいなものに持っていこうという試みは粛々と今は

いろんなものが進んでいます。我々の商売ってあらゆる面で乗換案内に来れば何でもわかるという
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ことをやっていくしかないと思っています。鉄道が終わった後にバスまで広げようとなり、今はほ

とんどのバスが入りましたので、今度は移動をどう考えていくか。 

ただそういう中で、じゃあ ChatGPTはどういう具合で関係を持っていくんだろうと、その辺の彼

らの動きなんかも読みながら、早く乗換案内から移動が全部できるようにやろうということで今は

一生懸命やっているということです。 

とりあえずアプリからやっていますけど、モバイルチケットもだいぶ拡大しながら、昨今はクレジ

ットカードが 3D セキュアになって、いろいろ皆さんもたぶんネットで買おうとして買えなくなっ

たとかいろんな目に遭っていると思いますが、そういうシステム的な対応なんかをやっています。 

それからあとはインバウンドはやはり一つ、大きく伸びている領域になっています。インバウンド

向けの OTA ですね。乗換案内の APIを提供して各国のネットで日本の旅行を決めるということ

で、API提供が拡大しています。KKdayという業者にも今年の 1月から入り、今までの Trip.com

と Klook と合わせて今は 3社になっています。 

それから前回も少し話しましたが、AI旅費精算というのを販売開始いたしました。今までの旅費

精算とは形を変えて、言葉でいろいろやり取りをしながら決めていくというやり方ですね。 

あとは JorudanStyleということで、顔認証というのをユーカリが丘で始めまして、これはあちこ

ちで結構な反響を呼んでいます。少し誤解されやすいところが顔認証のアルゴリズムというのは、

我々はパナソニックのアルゴリズムを使わせてもらっていますけど、顔認証というと画像と画像を

比較するもので、鉄道でやるとそう簡単ではないんですよ。速いスピードで歩いていきますから、

逆光の問題とかですね。だから顔認証を軸とした改札ソリューションという言葉に変えた方がいい

と思うんですけど、何個か実装も始まっています。引き合いもだいぶ今はいただいています。 

それから顔認証というのは、基本的にカメラのソリューションなんですよね。iPhoneで写真を撮

ろうとした時に人の顔が切り出されるというのは皆さんご存知でしょうけど、そういうカメラソリ

ューションというので車のナンバーを読み取ったりできます。それを街の改造なんかと合わせて、

パーク＆ライドみたいなものにうまく持っていけないかなと思っています。それから、サイネージ

も相変わらずいろんなところでやらせてもらっています。 

昨今の新しい動きとしまして、KUUBE社というハンガリーの ICTの会社があるんですよ。そこが

スマートベンチを作りました。これを日本の総代理店に流してもらうということで、今はいろんな

営業活動をやっています。来週、万博のハンガリー館でこれを展示しながら、ジョルダンとハンガ

リーでイベントをやる予定です。 
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このスマートベンチはデザイン性が非常に良いです。それと ICTのお化けみたいなマシーンでし

て、太陽光パネルがあってそれで発電しながら、なにもないときでもスマホが 40台ほど充電でき

るという構造を持っているんですね。 

これをスターリンクと繋いで、非常時のときにネットワークを張れないかと考えています。スター

リンクの販売というのは前から見るとかなり下がって始まっていますが、スマートベンチをここに

置いて、いざとなったらテザリングの端末になるということで自治体とかで防災に皆のスマホが使

えるようになるという活用方法を想定しています。 

ただ、スターリンクを動かすのに電力が本当に間に合うのかどうかというのがいろいろ問題では出

ているんですけど、今実は床に置いたパネルで電気を貯めるデバイスがいろいろ出始めているんで

すね。そういうものと合わせながらこういうものをやっていけないかと、今は動いています。 

それからあいのりタクシーです。これは 3年間やりましたが、結構利用者が増えています。どうや

って電車等で交通網がダメになった時の足になるかということでいろいろやっていきながら、おそ

らく今年もう 1回この辺の実施をやっていきながら、新しいビジネスモデルができるんじゃないか

と考えています。 

あとは公共交通データの HUBシステムということで、J MaaSでいろいろなことをやったので、

販売先が増えてきています。 

そんなことで広告は伸び、メディアもいろいろな動きを今は考えているというのが昨今の状態で

す。 

それでは今度、岩田に変わります。 

岩田：そうしましたら私、執行役員の岩田より中間期の経営成績について簡単にお話させていただ
ければと思います。 

まず昨日、決算短信を出させていただきまして、こちらにも数字で記載しておりますけど、売上高

が当中間期に 14億 8,300万円。 

営業利益が 4,500万円、経常利益は 2億 1,200万円、親会社株主に帰属する中間純利益は 1億

6,500万円ということで、前年の中間から比べると少し減収にはなっておりますけれども、営業利

益段階で黒字に戻すことができたというところになっております。その下もだいぶプラスに戻せて

きているという形でご理解いただければと思います。 
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損益計算書でお示ししますと売上が 1億 5,000万円くらい前年同期から比べると減っている状況で

はありますが、売上総利益のところだとほとんど変わらないぐらいにはなって、販管費は 1億円ぐ

らい減ったので営業利益は 1億円ぐらい増えました。5,000万円マイナスが、5,000万円プラスぐ

らい近い感じになっていますというところです。 

あとは、後ほど詳しくお話ししますが、営業外収益が増えたところがあって経常利益では 2億円以

上プラスになっております。 

先に製品・サービス別の状況ということで、売上の中身ですが、大きくは乗換案内の法人のところ

が売上高のベースだと減っていますというところと、内容的にはハードウェアの事業のところが少

し動きがあったりといったところが起きています。 

売上高の比較はここで比べると法人のところでマイナスにはなっていますが、広告のところはアク

セスが順調に戻ってきているというところもあって、ここのところはプラスになっています。 

それぞれの変動要因ということで簡単にまとめておりますが、まず売上高のところは乗換案内事業

の法人ですね。前年同中間期はハードとか、出だしで、先ほど佐藤からも説明に何点かありました

が、機械を含めて入れましたとか、券売機みたいなものを入れたとか、顔認証の機械みたいなもの

を入れたとか、そういったハードを含むものが多くて、かつどうしても前年の時点だと初期開発的

なところもありました。ですので、そこから比べると売上高も減ったけど営業費用も減ったという

形になっております。 

広告に関してはコロナ前の水準まで数字的にも少しですが、ほぼ戻って、アクセスが回復したとい

うところまで来ています。ですので、それで売上高が全体としては減ったけれど、そんなに大きく

は減っていないという感じです。 

損益に関しては外注費とかハードウェアの導入費用とか売上原価で前年の中間と比べると原価が減

ったというところがありますので、前年と比べて売上総利益ベースではそんなに変わっていないと

いう感じです。 

ここは主に販管費等にかなり影響が出ていますが、株式会社エアーズという会社が前年の同期には

連結の範囲内に入っていましたが、外れていて、それで販管費減っているというところは影響とし

てはかなりあります。 

営業外のところに関しては、助成金収入の増加というところで、今期は前期よりもかなり実証実験

といったものが増えているところはございます。 
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為替に関しては前年同期と比べると為替差益が増えましたというところはレートの動きで生じては

います。 

簡単ではありますが、私からは以上です。 

司会：どうもありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは質疑応答の時間に参ります。この説明会は全文書き起こしの対象ですので、質
問される時は匿名希望の方は名乗らないようにしてください。ご質問のある方、いかがでしょう

か。お手すきの方はアンケートをよろしくお願いいたします。それでは一番後ろの方、ご質問をお

願いします。 

質問者 [Q]：途中から入って質問させていただいて大変恐縮なんですけれども、佐藤社長の 50年

以上にわたるビジネスのご経験からすると、トランプさんが出てきて関税をするとか現状というの

が、過去の経験からするとどういう状況に似ているとお考えなのかというのと、これから毎回こう

いう変化が来るようなので注目だというお話が非常に興味深く聞かせていただいているんですけれ

ども、これからどんな変わり方をテクノロジーに止まらず世の中はしていくと見ているか、ざっく

りとした質問で大変恐縮なんですけれども、ぜひこの場でお聞きしてみたいなと思います。 

佐藤 [A]：商売をやっている身ですので預言者になってもしょうがないと思いまして、それもある
んですけど、私は実はちょうど仕事を始めた頃にパソコンというのが出始めて、ゲームマシンとか

パソコンが出てきて、業界が大きく変わったときにぶつかっているんですね。 

自分が始めた頃、どっちかというと業界というのは大型コンピュータからミニコンという時代でし

たけれども、パソコンとか小さいハードに注目していくことは、実はすごく業界では笑われたんで

すね。そんなことで商売はやっていけないと言われたけれども、やはりご存じのようにパソコンが

ガラッと変わってきましたよね。その後にインターネットのほうがものすごく変化があったと思う

んですよ。 

これも我々は、インターネットに早く注目していたおかげで、インターネットサーバーをアメリカ

に置いていろいろやっていくということができました。どっちもすごい変化だなと。ただ今度は、

少し質が違うような感じがしています。 

ガラッと、思っているより全てが変わるのが早いんじゃないかと思いましてね。だから本当言う

と、どうしていくというのはよくわからないです。ただ我々の商売から言っても、じゃあ一体

ChatGPTとどういう[音声不明瞭]を結ぶんだろうとか、とにかく移動に関するところは全て我々

が先行して、彼らがやるよりも早くやっていかないといけないと思っています。ただものすごいス

ピードでもって金をぶっ込んできていますのでね。 
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平均余命がそんなに伸びて死ななくなったら一体どうするんだろうと思って頭が痛いところはある

んですけど、たしかに平均寿命も長くなっていまして。だからえらい変化で、その変化の中で今の

いろんな国際情勢も動いているような気がしてしょうがないんですよ。 

でもやはりクリエイティブにいろいろやっていくことと、コミュニケーションとか体を動かすと

か、そういうのを軸に変えていかなきゃならない。 

それから移動に関してはやはり街が変わっていくと思いますね。昔は市電がなくなって車社会にな

ってきましたけど、全く同じことが逆に起こるような気がしてしょうがないんですね。オランダな

んかに行くと街がやはり地下鉄もあるけれども、2～3分間隔で市電が動いていまして、人は地下

鉄がめんどくさいから乗らないんですよね。 

だからパーク＆ライドとかひっくるめて、あとは電車の移動をどうするかとか。移動はキーだと思

うので、僕はここに注目しながら、とにかく新しい ICTの技術を追いかけていこうと思っていま

す。 

MaaS ということで話していましたけれども、MaaS 2.0という試みも始まっております。

Bluetoothを使ってイタリアのジェノヴァで GoGoGeというアプリで、ポケットに携帯電話を置い

たまま街中を歩いても旅費が精算されるというのが始まっているんですね。それを見て JR は新し

いプランで、改札機がない世界とかというのが始まっていますけど、ものすごい勢いで変わってい

くと思います。 

だから一生懸命頑張って新しいのを追いかけていこうと。ただ相当変わると思います。勉強も学校

に行かないでやるようなことが始まるんじゃないですかね。 

質問者 [Q]：変な質問でもう一個、恐縮なんですけれども。保護主義的な動きというのは、たぶん
この 50年とかだと、冷戦以降のオープンになってくるテクノロジーの流れとかにつれて、世の中

全般が保護主義と逆の方向に来ていたかと思うんです。佐藤社長の感覚からすると、いずれオープ

ンから保護主義とか逆の動きになるんだろうなと思っていて、今トランプさんみたいな動きが出て

きたときに、ああやっぱり出てきたかと受け取っていらっしゃるのか、テクノロジーの方はそうい

うふうにおっしゃるんでしょうけど、人間の方はどう動くと見ていらしたかをぜひお聞きしたく

て。 

佐藤 [A]：いやいや、そういう大それた話は。 

ハラリとかいろいろ書かれているじゃないですか。それから成田悠輔なんかもいろんなことを言っ

ていますよね。あの辺が哲学的なことでは読んでいるんじゃないかなぁという形はします。 
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ただ私は最近とある東大のベンチャーと話していてびっくりしているんですけど、手に NFCのチ

ップを埋め込んでいるんですよね。たしかスウェーデンかなにかでそういうことをやっている人が

3,000人ぐらいいるという話を言いましたけど、もう 1,000人ぐらいそういう人たちがいて、名刺

なんかでも最近 NFC 名刺という、名刺交換をしようとしたら LINEで読んでくださいと言われて

唖然としたのを覚えています。どうも若い人からそういうのが始まっていますね。そのようなのを

いろいろと、けしかけながらやれたらと思っています。 

司会者 [M]：ありがとうございました。他のご質問はございますか。よろしいでしょうか。 

ないようですので、以上もちまして本日の説明会は終了です。 

どうも皆さん、お疲れ様でした。どうも会社の皆様、ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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